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１．研究領域の目的及び概要	 
	 
新学術領域研究（研究領域提案型）「癌幹細胞を標的とする腫瘍根絶技術の新構築」	 
研究期間：平成２２年〜平成２６年	 
領域代表：九州大学大学院 医学系研究科 病態修復内科学 教授 赤司 浩一 
補助金交付額（直接経費）：平成２２年度	 287,400,000 円	 
                         平成２３年度	 294,300,000 円 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成２４年度	 296,300,000 円	 
	 
	 
	 悪性腫瘍による死は、今や国民の死因の約半分を占める。難治性悪性腫瘍を根治する新しい治療法を切り
開くことは、すべての人々の悲願である。今、癌克服へのパラダイムシフトを呼ぶものとして、「癌幹細胞」
が注目を集めている。癌化とは、細胞が癌幹細胞化した時点で成立し、癌幹細胞は腫瘍組織全体を供給しな
がら拡大・浸潤し、宿主を滅ぼす。治療抵抗性が高い癌幹細胞を根絶することが「治癒」を意味し、一方で、	 
残存癌幹細胞の再活性化は「再発」、癌幹細胞の移動と局所への生着は「転移」を意味する。すなわち、癌
幹細胞こそが腫瘍の源であり、治療の標的である。しかし、癌幹細胞に関する研究は	 まだ世界的に始まった
ばかりで、解決すべき問題が山積している。	 

	 癌幹細胞は正常幹細胞と同様に、微小環境(癌幹細胞ニッチ)によって維持されており、癌克服のためには、
種(たね)としての癌幹細胞と、それに対応する土壌としてのニッチの両方が治療標的となりうる。本研究に
おいては、基礎・臨床の幹細胞領域で世界的トップランナーの視点と技術を統合して、各腫瘍領域における
癌幹細胞を同定・分離し、癌幹細胞固有の性質と治療抵抗性に繋がる癌幹細胞維持機構を明らかにし、新し
い腫瘍制御技術基盤を確立する。さらに、癌幹細胞やニッチの維持に必要な分子を標的とした薬剤開発など
の基盤整備を通じて、広い分野に渡る癌研究を刺激し、医療水準向上に貢献する。	 

(1)各腫瘍の癌幹細胞の同定と性状解析	 

	 ヒト癌幹細胞を同定・解析するために、新たにマクロファージ寛容を導入した次世代高効率異種移植モデ
ルを確立する。この実験システムを用いて外科系・内科系の臨床検体から癌幹細胞を同定・純化する。また
遺伝子操作により、消化器系、神経系、造血器系、間葉系の各種癌幹細胞を作製する。純化および人工癌幹
細胞を用いて、それに特異的に発現されている分子や、癌幹細胞化過程における各種機能分子の時系列変化
とシグナル経路を解明し、癌幹細胞の未分化性維持および細胞周期制御の鍵となる標的分子を決定する。こ
れらの癌幹細胞特異的抗原を同定し、癌幹細胞特有の未分化維持・細胞周期制御メカニズムを明らかにする。	 

(2)	 癌幹細胞ニッチの同定と幹細胞維持機構の解明	 

	 ニッチおよびG0期癌幹細胞を可視化するシステムを開発する。ニッチ構成細胞を分離・純化し、ニッチ構
成細胞の起源を明らかにする。純化したニッチ構成細胞の遺伝子・蛋白発現を解析し、各種細胞や低分子ポ
リマーによる優れた人工ニッチモデルを作製し、幹細胞・ニッチ制御をin	 vitroで検定し、ニッチ責任分子
群を同定する。以上の癌幹細胞ニッチ環境情報を基に、癌幹細胞側のニッチ環境受容機構の研究も進め、癌
幹細胞維持シグナルを解明する。	 

(3)	 癌幹細胞を標的とした新規治療法開発	 

	 純化した癌幹細胞とニッチ構成細胞の解析には、少数細胞集団を対象とした解析技術を導入する。デジタ
ル PCR 法をはじめとしたスモールスケールでの遺伝子発現解析および新規蛋白発現解析技術を導入する。癌
幹細胞を根絶するには、抗体による殺細胞、細胞周期制御・生存維持蛋白などの幹細胞維持機能分子を標的
とした治療法、ニッチ構築や維持シグナル抑制などの方法が考えられる。得られた情報に対しシステム生物
学的手法により癌幹細胞化・維持シグナルシミュレーションを行い、癌幹細胞システム維持の鍵となる遺伝
子を抽出する。鍵分子の決定後、これらを標的とした低分子化合物や抗体の開発のため、ヒト癌幹細胞を移
植した異種移植モデルを用いた薬剤候補のスクリーニングを行う。	 
	 
	 
	 本領域は、癌研究と幹細胞研究が融合して初めて成り立つ領域であり、特に癌幹細胞の根絶技術の開発と
いう目的は、細胞生物学・転写・バイオインフォマティクス・プロテオミクス等を統合して、癌幹細胞およ
びニッチ研究者の「多様かつ新たな視点や手法による共同研究」を推進することでこそ達成される。また、
癌幹細胞研究に対してすでに諸外国において大型予算が投下されており、我が国においては「立ち遅れてい
るため各段の配慮を必要とする」領域である。癌化という現象を癌幹細胞化とニッチ形成のふたつの因子に
分けて研究することで、癌制御研究の新しいパラダイムを展開できる。様々な基礎・臨床分野の研究者を癌
分野に参入させるだけでなく、明確な細胞・標的分子の抽出により、例えば癌幹細胞を狙った薬剤供給シス
テム(Drug	 Delivery	 System)などの開発を通じ、広く我が国の生命科学に貢献する牽引力となりうる。	 
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２．研究の進捗状況	 
 

区分	 研究代表者（分担者）	 課題名	 達成率（％）	 

平成 22-23	 

達成内容	 

計画研究 A01	 九州大学	 赤司	 浩一	 

(筑波大学	 千葉	 滋）	 

ヒト癌幹細胞の同定と生体内機能

解析システムの構築	 

９０	 次世代免疫不全マウスライン樹立

と癌幹細胞の純化・細胞特性解析	 

計画研究 A01	 九州大学	 

中山	 敬一	 

癌幹細胞の細胞周期制御機構の解

明と治療法の開発	 

１００	 G0 期維持因子の発現解析とその遺

伝子改変マウス作製・解析	 

計画研究 A01	 慶應義塾大学	 

須田	 年生	 

ニッチによるがん幹細胞制御機構

の解析	 

１００	 癌幹細胞の細胞周期制御の解明と

癌幹細胞のニッチ依存性の解析	 

計画研究 A01	 東京医科歯科大学	 

田中	 真二	 

(大阪大学	 森	 正樹)	 

ヒト固形癌の休眠型癌幹細胞とそ

のニッチ特性の解明	 

９０	 癌幹細胞の可視化システム（ヒト

膵癌細胞）の確立と癌幹細胞特異

的に作用する新規薬剤の同定	 

計画研究 A02	 国立がん研究センター	 

北林	 一生	 

癌幹細胞の自己複製と未分化性維

持の分子メカニズムの解明	 

９０	 白血病キメラ遺伝子により自己複

製関連遺伝子が誘導される機序	 

計画研究 A02	 慶応義塾大学	 

佐谷	 秀行	 

人工癌幹細胞を用いた治療抵抗性

克服戦略の開発	 

９５	 癌幹細胞と非癌幹細胞における治

療反応性や転移能の違い	 

計画研究 A02	 東京医科歯科大学	 

難治疾患研究所	 

田賀	 哲也	 

人工癌幹細胞ニッチの構築による

癌幹細胞維持シグナルの解明と新

規治療戦略の開発	 

９５	 癌幹細胞を維持可能な人工ニッチ

（ポリマーアレイ）の同定と非癌

幹細胞のニッチとしての役割	 

計画研究 A02	 東京大学医科学研究所	 

後藤	 典子	 

システム生物学的手法を用い癌幹

細胞の新規分子標的の同定	 

９０	 乳癌幹細胞の維持に寄与する鍵分

子の同定と個体レベルでの機能	 

公募研究 A01	 千葉大学	 

岩間	 厚志	 

癌幹細胞の特性維持に関わる長鎖

非蛋白コードＲＮＡの同定と新規

治療標的としての検討	 

５０	 白血病キメラ遺伝子導入による白

血病幹細胞化に関与する lincRNA

の同定	 

公募研究 A01	 東京大学	 

黒川	 峰夫	 

白血病幹細胞の維持機構の解明と

治療標的の同定	 

８０	 Evi1 可視化マウスによる個体レベ

ルでの白血病幹細胞動態解析	 

公募研究 A01	 東京医科歯科大学	 

難治疾患研究所	 

佐藤	 卓	 

Ｉ型ＩＦＮの作用を利用した白血

病幹細胞を標的とする白血病根治

療法の創出	 

７０	 ＩＦＮと Imatinib の併用が慢性骨

髄性白血病幹細胞に及ぼす効果	 

公募研究 A01	 神戸大学	 

下野	 洋平	 

乳がん幹細胞特異的マイクロＲＮ

Ａを指標としたニッチ関連細胞表

面蛋白の解析	 

１００	 ヒト乳癌幹細胞に特異的なマイク

ロＲＮＡの同定とその標的タンパ

クの解明	 

公募研究 A01	 北海道大学	 

地主	 将久	 

癌幹細胞によるミエロイド細胞活

性を介した発癌促進機構	 

８０	 癌幹細胞特異的に発現し発癌活性

マクロファージ誘導に寄与する分

子の同定	 

公募研究 A01	 熊本大学	 

秀	 拓一郎	 

マイクロＲＮＡを基にした膠芽腫

幹細胞ニッチを標的とした新規治

療法の創出	 

９５	 ヒト膠芽腫組織において癌組織と

非癌組織の境界部位で特異的に活

性化されるマイクロＲＮＡの同定	 

公募研究 A01	 大阪大学	 

保仙	 直毅	 

白血病幹細胞の腫瘍免疫監視から

の逸脱機序の解明およびその制御	 

８０	 免疫監視機構から逸脱した白血病

幹細胞に発現し腫瘍免疫反応を抑

制する分子の同定	 

公募研究 A01	 近畿大学	 

松村	 到	 

ＣＭＬ幹細胞における細胞周期解

析と新治療法開発に向けた研究	 

８０	 慢性骨髄性白血病幹細胞特異的に

発現する分子群の同定	 

公募研究 A01	 広島大学	 

安永	 晋一郎	 

Ｇｅｍｉｎｉｎ発現制御による白

血病幹細胞の活性制御機構の解析	 

９０	 Geminin の発現量がマウス白血病

幹細胞活性に及ぼす影響	 

公募研究 A02	 東京医科歯科大学	 

土屋	 輝一郎	 

ヒト大腸上皮培養による大腸癌幹

細胞の分化破綻機構解析	 

９０	 大腸癌の炎症発癌に関与する分子

Atoh1の同定	 
公募研究 A02	 東京大学医科学研究所	 

原口	 健	 

複数種類ｍｉＲＮＡの強制発現及

び機能阻害による人工癌幹細胞作

製法の開発	 

１００	 乳癌幹細胞の幹細胞性維持に関わ

るマイクロＲＮＡの同定と発現調

節系の確立	 

公募研究 A02	 金沢大学がん研究所	 

平尾	 敦	 

がん幹細胞性獲得・維持機構とニ

ッチシグナルのクロストーク	 

８０	 mTOR シグナルと白血病幹細胞ニッ

チとの関連および Nucleostemin 解

析による腫瘍未分化性維持機構	 

公募研究 A02	 京都大学 IPS 細胞研究所	 

山田	 泰広	 

個体レベルでの大腸癌幹細胞の同

定と解析	 

８５	 変異型β-catenin 強制発現マウス

生体内での人工大腸癌幹細胞作製	 
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３．研究を推進する上での問題点と今後の対応策	 
	 
	 領域研究の成果を最大限に引き出すには、領域内共同研究の活性化が不可欠であるが、そのベースとして
領域全体で利用可能な技術基盤およびリソースの開発を進めてきた。	 
（１）	 東京大学医科学研究所の後藤を中心に行っている網羅的遺伝子発現解析は、班員から多くの生データ

が寄せられており、システム生物学的手法による高度な解析の提供とデータベース化に向けて順調に
機能している。	 

（２）	 国立がん研究センターの北林を中心に行っているプロテオミクス解析に関しても、共同研究件数を順
調に伸ばしている。	 

（３）	 効率的な異種移植システム構築の決め手となるC57BL/6.Rag2nullIl2rgnullSirpaNOD免疫不全マウスにつ
いては、九州大学の赤司が開発を進めてきた。繁殖に若干手間取り各研究施設への移送が当初計画よ
り遅れていたが、平成２４年度より漸次移送を開始しており、今後は安定した供給が可能となる。	 

	 当該領域研究に関わる解析技術の進歩は目覚ましく、最先端の研究を維持するためには最新の技術基盤を
共有する必要があると考えている。九州大学の赤司は、次世代シークエンサーを用いた全ゲノム解析やＲＮ
Ａｓｅｑの技術提供を開始している。九州大学の中山は、ＭＲＭを用いた次世代プロテオミクス解析を提供
すべく準備を進めている。	 
	 
４．主な研究成果	 
	 
（１）	 計画研究 A01「ヒト癌幹細胞の同定と生体内機能解析システムの構築」赤司・千葉	 

	 
	 

（２）	 計画研究 A01「癌幹細胞の細胞周期制御機構の解明と治療法の開発」中山	 
	 
	 
細胞周期の停止を司る CDK インヒビター群（p21、p27、p57 等）が
幹細胞機能に影響するかどうかを、条件的遺伝子破壊マウスを用い
て検討した。p21、p27、p57 遺伝子の各々の破壊マウスから造血幹
細胞の能力を検討するために、正常マウスへの骨髄移植実験を行っ
た。p21 や p27 を欠損した造血幹細胞は正常の造血幹細胞と同じくら
い血液細胞を産生するが、p57 を欠損した造血幹細胞は、自己複製が
できず、造血幹細胞を増やすことができないため、最終的に産生され
る血液細胞の量が非常に少なくなっていた。このことより、幹細胞の
低増殖性と機能維持に重要なCDKインヒビターはp57であることを明
らかにした。	 
(Cell	 Stem	 Cell,	 2011)	 
	 
	 
	 
	 

 

 

ヒト急性骨髄性白血病幹細胞特異的に高発現す
る細胞表面分子ＴＩＭ−３を同定し、抗ＴＩＭ−３
抗体による白血病幹細胞根絶技術を開発した。	 
(Cell	 Stem	 Cell,	 2010)	 

成熟 B 細胞性腫瘍であるヒト慢性リンパ性白血
病において、造血幹細胞が腫瘍化の最初の標的
となっていることを世界に先駆けて明らかにし
た。(Cancer	 Cell,	 2011)	 

 

 



 

 4 

（３）	 計画研究 A01「ニッチによるがん幹細胞制御機構の解析」須田	 
	 
造血幹細胞の多くは、細胞回転をせずに静止期にとどまっている。
静止期の維持を担う主要な分子として、CDK 阻害タンパク質 p21、
p27、p57 が知られている。しかし、正常の条件では p21 と p27 の
どちらも造血幹細胞の静止期の維持および幹細胞性の維持には寄
与していないことが知られていた。また、造血幹細胞における p57
の役割は未解明のままであった。今回，我々は，造血幹細胞にお
いて p57 と p27 を欠損したマウスを作製し解析したところ、対照
となるマウスと比較して両方の遺伝子を欠損したマウスでは、造
血幹細胞数の減少、静止期の割合の減少、造血幹細胞の幹細胞と
しての機能の低下、などが確認された。これらの結果より、CDK
阻害分子が造血幹細胞の静止期の維持および幹細胞性の維持に重
要なタンパク質であることを明らかにした。また、新規 p57 結合
タンパク Hsc70 が cyclin	 D タンパクの局在を制御することによっ
て、造血幹細胞の細胞周期制御に重要な役割を果たしていること
を示した。p57 と p27 は単独に一つでも存在すると静止期維持に機
能できるが、両者の発現がともに抑制される場合、Hsc70/cyclin	 D
複合体が核内に排出され、幹細胞静止状態の維持ができなくなる
ことを証明した。	 
(Cell	 Stem	 Cell,	 2011)	 

	 
（４）	 計画研究 A01「ヒト固形癌の休眠型癌幹細胞とそのニッチ特性の解明」田中・森	 

	 
幹細胞のプロテアソーム非依存性を利用し
て、ヒト膵癌組織に内在する幹細胞分画の
可視化に成功した。この手法によって癌幹
細胞の非対称性分裂、スフェア形成能、抗
癌剤耐性がリアルタイムに可視化できるこ
とに証明し、僅か 10 個の細胞で腫瘍形成す
ることを証明した。さらに、InCell	 Analyzer	 
2000 を用いて癌幹細胞特異的阻害剤をスク
リーニングした結果、フラボノイドの一種
であるケルセチンを同定し、in	 vivo 投与に
よる前臨床試験で腫瘍根絶効果を確認した。	 
(Gastroenterology,	 2012)	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

（５）	 計画研究 A02「癌幹細胞の自己複製と未分化性維持の分子メカニズムの解明」北林	 
	 
急性骨髄性白血病幹細胞ではHoxA9、M-CSFR、c-Kit
の発現が亢進していることを見いだした。HoxA9
の発現は、MOZ-TIF2 がクロマチン結合因子 BRPF1
との結合を介して HoxA9 遺伝子の修飾クロマチン
を認識することにより活性化する。M-CSFR の発現
は、MOZ-TIF2 が転写因子 PU.1 と結合を介して
M-CSFR遺伝子の特異的 DNA配列を認識することに
より活性化する。c-Kit の発現は、MOZ-TIF2 が転
写因子 c-Myb との結合を介して c-Kit 遺伝子の特
異的 DNA 配列を認識することにより活性化する。	 
c-Myb/c-Kit 経路や PU.1/M-CSFR が急性骨髄性白
血病幹細胞の維持に必須であることを証明した。	 
(Nat	 Med,	 2010)	 
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（６）	 計画研究 A02「人工癌幹細胞を用いた治療抵抗性克服戦略の開発」佐谷	 
	 
上皮性腫瘍の癌幹細胞のマーカーとして注目されている
CD44 のバリアントアイソフォーム（CD44v）が、細胞膜に
おいてシスチンのトランスポーターである xCT と結合し、
グルタチオンの生成を促進することで癌細胞の活性酸素
種の蓄積を抑制し酸化ストレスへの抵抗性を高めている
ことを見出した。更に、CD44 はそのアイソフォームに関
わらず、細胞内ドメインがピルビン酸キナーゼ M2（PKM2）
と相互作用することで、結果的にペントースリン酸化経路
を活性化し、NADPH 産生を上昇させることにより、還元型
グルタチオンの産生量を上げる働きを持つことも明らか
にした。また、転移性マウス乳癌モデルを用いて解析を行
ったところ、CD44v を発現する細胞分は原発巣から有意に
肺に転移する能力を持ち、それはやはりグルタチオンの合
成能に依存することを示した。これらの結果から，CD44
や xCT による酸化ストレス制御機構が、癌幹細胞の治療抵
抗性や転移機構の重要な部分を担っていることを明らか
にした。(Cancer	 Cell,	 2011)	 

	 
（７）	 計画研究 A02	 

「人工癌幹細胞ニッチの構築による癌幹細胞維持シグナルの解明と新規治療戦略の開発」田賀	 
	 
【腫瘍再構築能の高い癌幹細胞を維持・増殖させる合
成ポリマーの同定】	 
数百種類の合成ポリマーアレイを用いて、C6 グリオー
マ細胞のうち癌幹細胞活性の高い「SP 細胞」を、特異
的に増殖させるポリマーの同定を行い、候補ポリマー
を数種得た。ポリウレタンベースの候補ポリマーであ
る PU10 を中規模合成してコートした培養皿上で、播
種・培養した C6 グリオーマ SP 細胞は付着（Ad）と非
付着（NAd）の 2 群に分けられた。それぞれの細胞を
免疫不全マウスの脳内移植で造腫瘍能を検討したと
ころ、PU10 付着細胞は速やかに腫瘍を形成した。この
結果は、合成ポリマーを用いることで C6 グリオーマ
細胞のうちこれまでに癌幹細胞分画とされた SP 分画
中に更に腫瘍再構築能の高い細胞が存在することを
示すとともに、この手法が今後、癌幹細胞のニッチの
特性解明と治療標的の同定および治療戦略の策定に
有効であることを意味する。	 
	 

（８）	 計画研究 A02「システム生物学的手法を用い癌幹細胞の新規分子標的の同定」後藤	 
	 

【乳癌幹細胞が生体内に棲み付く仕組み】	 

癌幹細胞様の性質を持つ癌細胞は、スフェアという直
径 100μm 程度の球状浮遊細胞塊を形成し、培養皿で
培養できる。乳癌の手術摘出検体から得られた細胞を
使ってスフェアを形成するための条件を詳細に調べ
た結果、細胞膜に存在する EGF 受容体ファミリーのひ
とつ ErbB3 受容体に対するリガンド HRG(heregulin:
へレギュリン)がスフェア形成を促進することを見い
だした。また、HRG が ErbB3 受容体に結合すると、細
胞内リン酸化酵素である PI3-kinase と Akt が活性化
し、転写因子である NF-κB を活性化して、スフェア
を形成することを示した。つまり、乳癌細胞内で、HRG
から ErbB 受容体を介して、PI3-kinase、Akt の活性化
が起こり、NFkB の転写活性化を促進する一連のシグナ

ル伝達経路が活性化することを明らかにした。この ErbB-NFkB 経路の活性化により、乳癌幹細胞が幹細胞の
特徴である自己複製能を維持しつつ、生体内に棲みつくことが示唆された。(PNAS,	 2012)	 
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（９）	 公募研究 A01	 

「癌幹細胞の特性維持に関わる長鎖非蛋白コードＲＮＡの同定と新規治療標的としての検討」岩間	 

 
白血病融合遺伝子 MLL-AF9 を強制発現させた骨髄球細胞株 U937 を用いて、RNA	 sequence による
lincRNA の発現解析、ChIP	 sequence から MLL-AF9 によって直接誘導される lincRNA の同定を行った。
さらに RNA-Immunoprecipitation	 sequence	 (RNA-IP	 sequence,	 RIP	 sequence)	 からポリコーム	 (PcG)	 
複合体と会合する lincRNA の同定を行った。MLL-AF9 の ChIP	 sequence より MLL-AF9 が結合しうる
lincRNA	 1828、RNA	 sequence より MLL-AF9 強制発現下で発現が高い lincRNA	 273、RIP	 sequence よ
り PcG 複合体と会合しうる lincRNA	 1254 を同定し、かつ上記の 3項に共通である 37 の lincRNA を確
認した。このように白血病幹細胞で特異的かつポリコームと関連しうる lincRNA をプロファイルする
ことができた。現在はヒト臍帯血由来造血幹細胞を MLL-AF9 で形質転換した細胞で同様の解析を行っ
ており、より MLL-AF9 の標的として重要な lincRNA を絞り込む。	 

	 
（１０）	 公募研究 A01「白血病幹細胞の維持機構の解明と治療標的の同定」黒川	 
	 

Evi1-GFPノックインレポーターマウスとBCR/ABLトランスジェニックマウスとの交配によるCMLモデ

ルを確立した。Evi1陽性CML細胞はLSK分画にほぼ限局しており、Evi1陽性LSKは陰性LSKよりもin	 

vitroコロニー形成能が高かった。In	 vitroでの高い増殖能と対照的にin	 vivoではEvi1陽性CMLLSK

は陰性対照よりも静止期にあり、早期アポトーシスの割合が低く、さらにin	 vivoにおけるBCR/ABL

阻害剤抵抗性を示した。マイクロアレイ解析によりTGF-beta経路やABCトランスポーターの発現上昇

がEvi1陽性CML	 LSKで認められた。BCR/ABLとNUP98/HOXA9遺伝子を共発現したEvi1レポーターCML-BC

モデルをでは、正常Evi1－GFPノックインマウスやCMLモデルと比較して、より分化した血球にもEvi1

が高発現しており、Evi1の発現上昇がみられる初めてのモデルであることを確認した。連続的骨髄移

植からEvi1陽性CML-BC細胞には高い白血病原性が認められ、Evi1陽性CML-BC細胞はin	 vivoにおいて

BCR/ABL阻害剤抵抗性であった。つまり、慢性期CMLおよびCML-BCいずれにおいても、Evi1陽性細胞の

白血病原性の高さと治療抵抗性が示された。 
	 
（１１）	 公募研究 A01	 

「Ｉ型ＩＦＮの作用を利用した白血病幹細胞を標的とする白血病根治療法の創出」佐藤	 
	 

CML 誘導マウス（１次レシピエントマウス）を、Imatinib 単剤あるいは Imatinib	 +	 poly(I:C)併用
で治療後、骨髄および脾臓細胞を放射線照射した２次レシピエントマウスに移植し、その後の末梢血
白血球数を経時的に計測した。Imatinib 単剤処置マウスの白血病細胞は、２次レシピエントに CML
を誘導したが、併用マウスの白血病細胞は、多くの個体で CML を誘導できなかった。	 
２次レシピエントの脾臓 LSK 分画に含まれる p210	 Bcr-Abl 陽性(GFP 陽性)細胞、即ち CML 幹細胞は、
Imatinib	 +	 poly(I:C)併用投与マウス群では明確な集団として認められなかった。	 

	 
（１２）	 公募研究 A01	 

「乳がん幹細胞特異的マイクロＲＮＡを指標としたニッチ関連細胞表面蛋白の解析」下野	 
	 

(1)	 ヒト乳癌異種移植マウスの作成	 

同意の得られた乳癌患者の手術検体を収集し、それらをマウスの乳腺領域に移植した。現在までに47

症例の手術検体を移植し、癌の組織像や転移様式の異なる計6例のヒト乳癌異種移植マウスモデルを

樹立した。	 

(2)	 ヒト乳癌異種移植マウスにおける肺転移巣の検索	 

腫瘍が生着したヒト乳癌異種移植マウスにおける転移癌細胞の有無の解析およびそれらの分離同定

を、セルソーターを用いて行った。	 

(3)	 癌幹細胞に特異的な細胞表面タンパク質の検索	 

癌幹細胞に特徴的なマイクロＲＮＡにより制御される細胞表面タンパク質の検索を行い、標的候補と
なる細胞表面タンパク質の一つとしてネクチン様分子を同定した。	 

	 
（１３）	 公募研究 A01「癌幹細胞によるミエロイド細胞活性を介した発癌促進機構」地主	 
	 

抗癌剤への治療応答性の相違により分離した癌幹細胞サブセットを対象として、網羅的遺伝子解析を
施行したところ、特に抗癌剤耐性細胞由来のがん幹細胞では、転写因子(Factor-X)を高発現している
ことを同定した。	 
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この Factor-X は、癌幹細胞からの M-CSF,	 TGF-β
産生を促進することで、	 
単球および未熟マクロファージの M2 サブセット
への分化	 (Arginase-I/Relm-α/PU.1/CSF1R 高発
現)を促進すること、MFG-E8 や IL-6 高産生に代表
される発癌活性能の増強に寄与することが判明
した。	 
さらに、このマクロファージは腫瘍細胞の自己複
製能、腫瘍増殖能や抗癌剤による細胞死誘導能の
抑制をさらに増強させることで、治療抵抵抗性や
転移能の獲得に寄与することを明らかとした。	 
以上より、治療抵抗能を獲得した癌幹細胞サブセ
ットが、免疫細胞の機能転換を惹起することでさ
らなる発癌活性を引き起こすという新たな分子
メカニズムの解明に貢献した。	 
(Nat	 Immunol,	 in	 press)	 
	 

	 
（１４）	 公募研究 A01「マイクロＲＮＡを基にした膠芽腫幹細胞ニッチを標的とした新規治療法の創出」秀	 
	 

膠芽腫新鮮組織から腫瘍部分、境界部分、正常に近い部分をそれぞれ切り出し、組織の半分で病理学
的検討を行ない、残り半分のそれぞれの組織から miRNA	 を精製しマイクロアレイで解析した。	 
境界部で特異的に高発現する miRNA	 8 個と発現が低下する miRNA	 20 個を見出した。次に、FFT を用
いた解析結果を確認するため、膠芽腫 3症例で FFPE 切片のうち腫瘍部分、境界部分、正常に近い部
分から miRNA を精製しマイクロアレイで解析した。FFT と FFPE どちらにおいても境界部分で特異的
に変動する 8個の miRNA を見出した。これら 8個の miRNA の機能解析を進めている。	 

	 
（１５）	 公募研究 A01「白血病幹細胞の腫瘍免疫監視からの逸脱機序の解明およびその制御」保仙	 
	 

OVA１を発現させた MLL-AF9	 白血病細胞をマウス骨髄内移植し、一週間後に白血病細胞の生着を確認
した後に、OT1 マウス（OVA 特異的 TCR トランスジェニックマウス）由来の CD8T 細胞を移入し、その
５日後に骨髄を解析した。T細胞を移入しなかった control マウスでは骨髄内が GFP 陽性の白血病細
胞で埋め尽くされていたのに対して、T細胞を移入したマウスでは著明なCD8T細胞の浸潤が見られ、
白血病細胞ほぼ全てが排除されていた。しかしながら、その排除は完全ではなくわずかに残存白血病
が見られた。OVA 発現白血病細胞と OVA 特異的 CD8T 細胞の共培養に、我々が新規に作製した抗白血
病細胞抗体である B30 抗体を加えると CD8T 細胞による白血病細胞傷害が著明に促進された。	 

	 
（１６）	 公募研究 A01「ＣＭＬ幹細胞における細胞周期解析と新治療法開発に向けた研究」松村	 
	 

初発時 CML 患者骨髄を用い、single	 cell	 PCR 法による網羅的表面抗原の発現解析を行った。本研究
への同意を得た慢性期 CML	 3 症例の骨髄から、造血幹細胞を含む CD34+38-細胞を分離、個々の細胞
における bcr/abl の発現を評価し、bcr/abl 陽性、陰性細胞における表面抗原を網羅的に比較解析す
ることで、それぞれに特徴的な表面抗原を抽出した。その結果、症例間に共通して、bcr/abl 陽性の
細胞に特異的に発現している表面抗原が複数見出された。興味深いことに、これらの中には細胞周期
制御や細胞死に関わるサイトカイン受容体の共役分子として作用するものも含まれていた。また、そ
の発現は一部正常白血球に限られていたことから、これらの分子は CML 幹細胞を同定する上での重要
なマーカーとなるだけでなく、新たな治療標的として有用である可能性が示すと考えられた。	 

	 
（１７）	 公募研究 A01「Ｇｅｍｉｎｉｎ発現制御による白血病幹細胞の活性制御機構の解析」安永	 
	 

MLL 遺伝子の転座を有する白血病細胞においてその発現が著しく亢進しており、また予後を規定する
因子である Hoxa9 は、従来知られてきたように転写制御因子としてのみ機能するのではなく、DNA 複
製ライセンス化制御因子であり幹細胞の未分化性維持因子でもある Geminin に対する E3 ユビキチン
リガーゼを構成して、そのタンパク質発現を減少させることを証明した。さらに、Hoxa9 の過剰発現
による正常造血幹細胞や造血前駆細胞の活性化において、Hoxa9 による Geminin タンパク質発現量の
減少が重要な役割を果たしていることを明らかにした。Hoxa9 の過剰発現による Geminin タンパク質
の発現減少は、Cdt1 の活性化を介して幹細胞の自己複製能を亢進させるとともにゲノム安定性を減
少させ、一方で Brg1/Brahma の活性化を介して幹細胞性を維持させることにより、白血病の発症・進
展や白血病幹細胞の維持に寄与しているのではないかと考えられる。	 
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（１８）	 公募研究 A02「ヒト大腸上皮培養による大腸癌幹細胞の分化破綻機構解析」土屋	 

	 
	 
内視鏡検査による生検検体から上皮細胞を単離し3次
元培養にて長期間オルガノイドの維持、増殖を可能に
する系を確立した。さらに、オルガノイドに遺伝子を
導入する技術を確立した。	 
(Nat	 Med,	 2012)	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

（１９）	 公募研究 A02	 
「複数種類ｍｉＲＮＡの強制発現及び機能阻害による人工癌幹細胞作製法の開発」原口	 

	 
乳癌幹細胞の幹細胞性維持に関わる microRNA の候補を選定した。乳癌幹細胞において発現が高い
microRNA について 27 種類の microRNA 発現レンチウイルスベクターを、発現が低い microRNA につい
て 20 種類の microRNA 阻害レンチウイルスベクターを作製した。スクリーニングに使用する細胞とし
て、CD44+/CD24-/low画分を有さない MCF-7 細胞を選択し、各 microRNA の機能解析を行っている。	 

	 
（２０）	 公募研究 A02「がん幹細胞性獲得・維持機構とニッチシグナルのクロストーク」平尾	 
	 

【がん幹細胞制御と微小残存病変に関する研究】	 

mTOR 複合体１の白血病幹細胞の増殖・生存における役割を解析した。白血病幹細胞維持における mTOR
複合体 1 活性への依存度は、ニッチ環境の存在下と非存在下では、大きく異なることを見出した。mTOR
複合体１の活性が抑制された状態では、白血病細胞全体としてはその増殖、生存が著しく障害され、
個体レベルでの白血病の発症は抑制されていた。一方、白血病幹細胞は mTOR 複合体１非依存的に生
存していることが明らかとなった。本現象は、白血病治療後の微小残存病変と類似しており、そのよ
うな病態での細胞内 mTOR シグナルの抑制状態と白血病幹細胞ニッチ双方の重要性が示唆された。今
後、さらに他の固形腫瘍においても本シグナル制御の意義を検討し、がん幹細胞の治療抵抗性メカニ
ズムを解明したい。	 

	 
（２１）	 公募研究 A02「個体レベルでの大腸癌幹細胞の同定と解析」山田	 
	 

【Canonical	 Wnt	 pathway の活性強度による腸管幹細胞の自己複製と細胞増殖の制御】	 
大腸上皮において変異型β-catenin を高発現させることにより、slow-cycling な腸管幹細胞の増生が
誘導されることを示した。一方で、低レベルの変異型β-catenin 発現は、腸管幹細胞の増生は引き起
こさないものの、細胞増殖活性を誘導することが分かった。高レベルの変異型β-catenin 発現による
slow-cycling な腸管幹細胞の増生には Notch	 pathway の活性化が特徴的であることが確認された。
興味深いことに、変異型β-catenin 強制発現マウスにγ-secretase 阻害剤を投与し、Notch	 pathway
の活性化を阻害することで、β-catenin が蓄積した slow-cycling な細胞が active な細胞分裂状態に
変化することを明らかにした。我々のモデルで観察された、細胞増殖およびβ-catenin 蓄積の
heterogeneity は大腸腫瘍においても確認でき、大腸腫瘍細胞でも同様な調節が機能している可能性
が示唆された。以上より、変異型β-catenin 強制発現マウスは、大腸人工癌幹細胞のモデルとなりう
ることが期待される。	 

	 

５．研究成果の公表の状況（主な論文等一覧、ホームページ、公開発表等）	 

	 

（1）領域ホームページ「癌幹細胞を標的とする腫瘍根絶技術の新構築」（平成 22 年 7月28日開設）	 
	 	   http://www.cancer-stem-cell.com/	 
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（2）総括班会議・公開シンポジウム	 
1. 第１回総括班会議（福岡）（平成 22 年 9月4日）	 

計画研究代表者による初会合であり、領域全体の目指す方向性を確認した。	 

2. シンガポール幹細胞シンポジウム（シンガポール）（平成 23 年 2 月 10 日-14 日）	 

九州大学グローバルCOEプログラム拠点「個体恒常性を担う細胞運命の決定とその破綻」第７回国
際シンポジウム・第６回若手研究者フォーラムとのジョイントで、シンガポール幹細胞シンポジ
ウムを開催した。本領域研究のコアメンバー（赤司、須田、中山、後藤）が一堂に会して、海外
研究協力者であるDaniel	 G.	 Tenen先生を交えた有意義な意見交換が行われた。多数の若手研究者
とのディスカッションによって、お互いに刺激を受け与えた実り多いシンポジウムであった。	 

3. 第２回総括班会議・公開シンポジウム（福岡）（平成 23 年 3月11日）	 
各計画研究の進捗状況について詳細な報告がなされた。各計画研究をより有機的にリンクさせた
研究の方向性が話し合われた。後半は公開シンポジウムとして特別講演を企画し、注目を集めて
いるエピジェネティクス研究分野から九州大学の大川恭行先生、癌幹細胞研究分野から慶応義塾
大学の佐谷秀行先生にご講演を頂いた。約 70 名のご聴講を頂き、たいへん有意義なディスカッシ
ョンがなされた。	 

4. 第３回総括班会議（福岡）（平成 23 年 9月10日）	 
公募研究メンバーを迎えて、はじめての班会議となった。各研究のリンクと共同研究の推進につ
いて熱心な議論が行われた。	 

5. 第４回総括班会議・第１０回幹細胞シンポジウム（淡路島）（平成 24 年 5月31日-6月2日）	 

毎年恒例の幹細胞シンポジウムを慶応義塾大学・須田が主宰したため、ジョイントで班会議を開

催した。計画・公募すべての研究代表者に英語で発表して頂き、特別招聘した世界的幹細胞学者

である Paul	 Frenette 博士と Pier	 Paolo	 Pandolfi 博士を交えた活発なディスカッションがなさ

れた。	 

	 

（3）主な論文等一覧	 
二重下線は研究代表者、一重下線は研究分担者、*は corresponding	 author を示す。	 
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13. 後藤典子．「システム生物学的手法を用いた疾患研究—肺癌予後予測シグネチャーと乳癌幹細胞シグナ
ルの同定」第４回東京アンチエイジングアカデミー（東京）（5月21日） 

14. Gotoh N: ErbB/NFkB signaling controls self-renewal of breast cancer stem cells. 13th Japanese-German Cancer 
Workshop（広島）（9月18日） 

15. 後藤典子．「がん幹細胞の新規分子標的の同定」第 49 回日本癌治療学会“がん幹細胞研究の進展と治
療展開”パネルディスカッション 3（名古屋）（10月27日） 

16. Gotoh N: ErbB/EGF receptor signaling is a key pathway for self-renewing breast cancer stem cell. Cancer and 
stem cell. 第 34回日本分子生物学会年会 シンポジウム	 オーガナイザー（横浜）（12月16日） 

17. 佐谷秀行．「がん幹細胞の性質を制御する分子機構とその治療戦略」CBI 学会第 316 回研究講演会「がん
研究とがん治療薬の最前線」（東京・総評会館）（4月18日）	 

18. 佐谷秀行．「がん幹細胞の性質を維持する分子機構」第 52 回日本臨床細胞学会総会（春期大会）特別講
演（福岡国際会議場）（5月21日）	 

19. 佐谷秀行．「がん幹細胞理論に基づくがん転移の考え方」第 35 回日本リンパ学会総会	 基調講演（東京
ステーションコンファレンスサピアタワー）（6月4日）	 

20. 佐谷秀行．「がん幹細胞に基づく治療抵抗性の分子メカニズム」第 9回日本臨床腫瘍学会学術集会	 教育
講演（パシフィコ横浜）（7月21日）	 

21. 佐谷秀行．「癌幹細胞の性質を決定づける分子機構の解析」第 20 回南九州腫瘍研究会	 特別講演（鹿児
島大学）（7月29日）	 

22. 佐谷秀行．「癌幹細胞の性質を規定する分子メカニズムと治療戦略」第 41 回ニューロ・オンコロジィの
会	 特別講演（東京女子医科大学）（8月7日）	 

23. Saya H: Role of CD44 in cancer stem cells and metastasis. 8th International Symposium on Minmal Residual 
Cancer, Plenary Lecture 5（Osaka International Convention Center）（Sep 23）  

24. Saya H: Regulation and therapeutic targeting of cancer stem cells. 16th JFCR-ISCC, Miraikan (National Museum 
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of Emerging Science and Innovation), Special Lecture（Tokyo）（Jan 26） 
25. 佐谷秀行．「乳がん幹細胞と DCIS」第 3 回 DCIS 研究会	 特別講演１（東京女子医科大学）（1月18日）	 
26. 下野洋平．「Solid Tumor Stem Cells, MicroRNA Regulation of Human Breast Cancer Stem Cells」 

第 26回名古屋国際癌治療シンポジウム Session 1:（愛知県がんセンター）（2月11日）  
27. 下野洋平．「癌幹細胞理論と肺癌」第 26 回日本肺癌学会ワークショップ（愛知県がんセンター）（7月

16日） 
28. Shimono Y:	 MicroRNA Regulation of Human Breast Cancer Stem Cells and Normal Stem Cells」 第

9回日本臨床腫瘍学会学術集会（パシフィコ横浜）（7月22日） 
29. 下野洋平．「がん幹細胞理論と肺がん」第 52回日本肺癌学会総会（大阪国際会議場）（11月 4日） 
30. 	 下野洋平．「遺伝子発現解析からみたヒトがん幹細胞の幹細胞性」平成 23年度 文科省がん支援活動・

厚労省対がん１０カ年研究合同公開シンポジウ（東京・学術総合センター）（1月30日） 
31. Suda T: Normal haematopoietic stem cells and the stem cell niche. The 11th International Symposium on 

Myelodysplastic Syndromes （Edinburgh, UK）（May 18-21）  
32. Suda T: Glycolytic metabolism of hematopoieic stem cells. The 2nd ElseKroner-Fresenius Symposium on 

Molecular Mechanisms of Adult Srtem Cell Aging（Gunzgurg, Germany）（May 20-22） 
33. Suda T: Hypoxic niche for hematopoietic stem cells and cancer stem cells.	 The 52nd Spring Meeting of the 

Korean Society of Hematology（Seoul）（May 27-28）  
34. Suda T: Regulation of quiescent hematopoietic stem cells. Heidelberg-Kyoto Joint Symposium “Crossing 

Boundaries: Stem Cells, Materials, and Mesoscopic Sciences”,（Heidelberg, Germany ）（July 21-23） 
35. Suda T: Regulation of quiescent hematopoietic stem cells. ISEH 40th Annual Scientific Meeting（Vancouver, 

Canada）（Aug 25-28）  
36. Suda T: Glycolytic metabolism of hematopoietic stem cells. 2011 Cold Spring Harbor Asia Conference: Cellular 

Programs and Reprogramming, Oct 24-28, 2011, Suzhou, China 
37. Suda T: Niche for hematopoietic stem cells in bone marrow. The 2nd Pacific Meeting for Angiogenesis and 

Lymphangiogenesis,（Jeju, Korea）（Oct30-Nov2）  
38. Suda T: Hematopoietic stem cell metabolism. Keystone Symposia on Molecular and Cellular Biology, The life of 

a Stem Cell: From Birth to Death,（Olympic Valley, USA）（Mar 11-16）  
39. Taga T: Cross-talk between growth and differentiation pathways in cell fate determination in the developing brain. 

The 16th International Conference of the International Society of Differentiation（Nara）（Nov 15-18）  
40. 田賀哲也．「幹細胞維持機構の考察による癌の生存戦略解明へのアプローチ」第 316 回情報計算化学生

物学会研究講演会「がん研究とがん治療薬の最前線」（東京）（4月18日） 
41. 田賀哲也．「神経幹細胞の分化制御シグナル」第 96回医工学フォーラム（京都）	 （7月22日） 
42. 田賀哲也．「癌幹細胞の自己複製戦略」第 56回日本人類遺伝学会 シンポジウム（千葉）（11月11日） 
43. 森正樹．「なぜ大腸がん検診が必要か」大腸がん検診 150万人受診記念講演会（熊本）（4月9日） 
44. Mori M：Cancer stem cell in solid cancer . IASGO 2011（Tokyo ）（Nov.9-12）  
45. Mori M: Clinical significance of circulating cancer cells. The 4th Symposium of Korean Colorectal Cancer Study 

Group（Seoul）（Dec 9）  
46. 土屋輝一郎．「IBD における消化管上皮の分化制御と免疫応答」第 39 回日本臨床免疫学会総会（東京）

（9月17日） 
47. 中山敬一．「次世代プロテオミクスによるユビキチンシステムの全貌解明」第 28 回日本医学会総（東

京）（4月9日）  
48. Nakayama K: Comprehensive and unbiased identification of substrates for ubiquitin ligases by differential 

proteomic analysis. Cold Spring Harbor Symposium "The Ubiquitin Family"（Cold Spring Harbor, NY）（May 18） 
49. 中山敬一．「次世代プロテオミクスが拓く生命科学研究の新地平：もうウェスタンブロッティングは要

らない？！」第 11回日本分子生物学会春季シンポジウム（金沢）（5月26日） 
50. 中山敬一．「癌幹細胞性に必要な G0 期維持機構」第 15 回日本がん分子標的治療学会（東京）（6月24

日）  
51. Nakayama K: Cell cycle and cancer stem cells. 第 17回日本遺伝子治療学会学術集会（福岡）（7月17日）  
52. 中山敬一．「次世代プロテオミクスが拓く生命科学研究の新地平：もうウェスタンブロッティングは要

らない？！」がん若手研究者ワークショップ（茅野）（9月1日）  
53. 中山敬一．「細胞周期と癌幹細胞」第 70回日本癌学会学術総会（名古屋）（10月3日）  
54. Nakayama K: Road to absolute quantification of all human proteins by large-scale targeted proteomics. The 5th 

International Workshop on Cell Regulations in Division and Arrest, （Onna, Okinawa, Japan）（Oct 26）  
55. 中山敬一．「がん幹細胞の細胞周期制御機構の解明に基づく治療法の開発」第 49 回日本癌治療学会学

術集会（名古屋）（10月27日）  
56. Nakayama K: Road to Human Proteome Project: Absolute quantification of all human proteins by large-scale 
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targeted proteomics. France-Japan Cancer Meeting（Montpellier, France）（Nov 24）  
57. Nakayama K: Road to absolute quantification of all human proteins by large-scale targeted proteomic. 第 34回日

本分子生物学会年会（横浜）（12月14日）  
58. Nakayama K: Next -generation proteomics and its application to biology and medicine: Say good-bye to western 

blotting. 第 9回心血管幹細胞研究会（東京）（1月13日）  
59. 中山敬一．「がん幹細胞と細胞周期："G0 期追出し療法"によるがん根治の可能性」第 3 次 対がん 10

か年総合戦略・文科省がん研究支援活動合同公開シンポジウム（東京）（1月31日）  
60. Nakayama K: Cell cycle, metabolism, and signal transduction in cancer revealed by next-generation proteomics. 

2012 American Association for Cancer Research Annual Meeting（Chicago, USA）（Mar 31）  
61. 秀拓一郎．「膠芽腫幹細胞	 ～膠芽腫の治療の現状と研究の展望～」GCOE 特別セミナー	 医科学教育セミ

ナー（東京大学医科学研究所／２号館大講義室）（12月20日）	 

62. 平尾敦．「PI3K-AKTシグナルによるがん幹細胞制御機構の解明と治療戦略」日本がん分子標的治療学会
（ホテル日航東京）（6月24日） 

63. 平尾敦．「白血病治療的抵抗性メカニズムと幹細胞」北海道大学遺伝子病制御研究所 共同研究集会（北
海道大学講堂）（9月7日） 

64. Hirao A: Role of PI3K-AKT signals in the maintenance	 of stem cells in normal hematopoiesis and leukemia．第
84回日本生化学会（国立京都国際会館）（9月24日） 

65. Hirao A: Molecular mechanisms regulating maintenance of leukemia stem cells by PI3K-AKT pathway．第 70回
日本癌学会（名古屋国際会議場）（10月3日） 

66. 平尾敦．「白血病治療抵抗性と幹細胞制御」第 16 回分生研シンポジウム（東京大学弥生講堂）（10月12
日） 

67. Hirao A: Roles of PI3K-AKT signaling in the maintenance of stem cell properties in normal hematopoiesis and 
leukemia．G0 symposium（OIST 沖縄）（10月24日） 

68. 松村到．「CML に対する第二世代チロシンキナーゼ阻害薬」第 73 回日本血液学会学術集会	 教育講演	 慢
性骨髄性白血病	 （名古屋国際会議場）（10月14-16日）	 	 

69. 松村到．「白血病」第 49 回日本癌治療学会学術集会	 シンポジウム	 がん薬物療法のバイオマーカー（名
古屋国際会議場）（10月27-29日）	 	 

70. Yamada Y : Role of epigenetic modifications in multistage colon carcinogenesis. 27th Annual Meeting of 
KSOT/KEMS（Jeju, Republic of Korea）（Nov） 	 

【平成 24 年度】	 
1. 	 	 後藤典子．「増殖因子受容体シグナルによる癌幹細胞制御の分子機構」第８回文京乳腺研究会	 特別講演

（東京）（6月14日）	 

2. 	 後藤典子．「増殖因子による乳がん幹細胞制御の分子機構」第 22 回日本サイトメトリー学会	 シンポジ
ウム（大阪）（6月30日）	 

3. 	 Saya H: Characterization of brain tumor stem cells using induced cancer stem cell (iCSC) technology. 9th Annual 
Meeting of Asian Society for Neuro-Oncology, Keynote lecuture（Taipei）（Apr 22）  

4. 	 Saya H: Cancer stem cells: metabolism, metastasis and clinical approach. Cancer & Stem Cell Biology (CSCB) 
Seminar, Duke-NUS（Singapore）（May 8） 

5. 	 佐谷秀行．「CD44 の癌幹細胞における役割と新たな治療戦略」第 21 回北九州がんセミナー	 特別講演１
（リーガロイヤルホテル小倉）（5月11日）	 

6. 	 Taga T: Multi-disciplinary approaches towards understanding cancer stem cell (CSC) self-renewal strategies: 
CSC niches as therapeutic targets. 2012 Seoul National University CRI Cancer Symposium: Innovative 
Approaches toExplore Novel Druggable Targets（Seoul）（May 16-18） 

7. 	 Chiba S: The Role of Transplant Physicians in Nuclear Disasters. 第 38回ヨーロッパ血液骨髄移植学会（スイ
ス・ジュネーブ）（Apr 3） 

8. 	 中山敬一．「ヒトプロテオーム絶対定量プロジェクト：網羅的ターゲットプロテオミクスの開発と応用」
基生研研究会「モデル生物・非モデル生物のプロテオミクスが拓く生物学」（岡崎）（5月14日）  

9. 	 Nakayama K: Comprehensive profiling of cancer metabolism by the next generation proteomics. 10th Stem Cell 
Research Symposium（Awaji）（May 31） 

10. 	 中山敬一．「次世代プロテオミクスが拓く医学研究の新地平：もうウェスタンブロッティングは要らな
い？！」第 55回日本腎臓学会学術総会（横浜）（6月1日）  

11. 	 中山敬一．「次世代プロテオミクスが拓く生命科学研究の新地平：もうウェスタンブロッティングは要
らない？！」疾患関連創薬バイオマーカー探索研究（東京）（6月21日） 

12. 	 原口健．「独自の二次構造を持つ 2’-OME RNAオリゴ新規 microRNA阻害剤『S-TuD』」第 28回日本 DDS
学会学術集会（札幌）（7月5日） 
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（6）国民との科学・技術対話	 

【平成 22 年度】	 
1. 佐谷秀行．日本経済新聞朝刊 2010	 年 9 月 23 日「『胃がん幹細胞』増殖の仕組み解明。慶大、治療薬開

発に道」胃癌幹細胞に対する治療法開発について	 

2. 佐谷秀行．朝日新聞朝刊 2010 年 12 月 21 日「がん幹細胞	 解明進む」誘導型がん幹細胞の有用性につ

いて紹介	 

3. 千葉滋．血液疾患に関する市民公開セミナー（つくば市）（2010 年 10 月 11 日）	 

4. 中山敬一．読売新聞 2010 年 12 月 2 日「中性脂肪合成	 酵素で制御	 九大グループ解明」	 

5. 中山敬一．西日本新聞 2010年12月2日「肝臓の中性脂肪制御の酵素特定	 九大	 メタボ予防	 応用期待」	 

6. 中山敬一．共同通信 2010年12月2日「中性脂肪合成、制御する酵素解明	 九大、メタボ治療へ応用期待」	 

7. 中山敬一．日本経済新聞 2010 年 12 月 5 日「中性脂肪合成	 酵素が制御：九州大、マウス実験	 メタボ

治療に応用期待」	 

8. 中山敬一．科学新聞 2010	 年 12 月 10 日「肝臓の脂肪合成抑制	 九大が関与酵素特定	 メタボ疾患治療	 

に期待」	 

9. 中山敬一．西日本新聞	 2011	 年 1 月 3 日「がんの『種』退治可能に	 九大・中山教授の研究班」	 

【平成 23 年度】	 
1. 北林一生．朝日新聞	 2011 年 5 月	 

2. 北林一生．日経サイエンス	 2012 年 1 月	 

3. 黒川峰夫．血液がん「新たな治療と新たな課題」つばさ定例フォーラム	 慶應義塾大学医学部ノバルテ

ィス造血器腫瘍治療学講座市民公開講座	 （2011 年 7 月 30 日）	 

4. 佐谷秀行．「がん幹細胞とは何か？」第 18 回日本癌学会市民公開講座「がんとの共存から克服へ、そし

て未来へ」（名古屋国際会議場）（2011 年 10 月 2 日）	 

5. 佐谷秀行．日経産業新聞朝刊 2011 年 11 月 1 日「がんに挑む」癌幹細胞に関する研究	 

6. 地主将久．毎日新聞、北海道新聞 2011年7月12日朝刊	 H23/83. (PNAS 論文)について紹介	 
7. 須田年生．「幹細胞と組織発生」財団法人神奈川科学技術アカデミー	 教育講座「基礎から学ぶ分子細胞

生物学コース」（東京大学）（2011 年 11 月 4 日）	 

8. 田賀哲也．【高等学校における出張授業・実習】実施場所、対象者、人数：千葉県立千葉高等学校、第 1

学年、200名	 実施日、回数：2011 年 6 月 17 日、5 回実施（5 クラスぶん）	 実施内容：高校生向けに

小道具や模式図を用いた平易な表現方法により、幹細胞に関する基礎的な知識と幹細胞研究の応用の可

能性について講義を行うと共に、持参した組織標本を顕微鏡で観察する実習を行った。	 

9. 田賀哲也．日経産業新聞	 2011年11月1日	 癌幹細胞ニッチ研究の意義と治療における重要性および、人

工ポリマーを用いたグリオーマ中の癌幹細胞の分離・維持・増殖に関する具体的研究成果に関して	 

10. 田中真二．朝日新聞平成23年5月	 27日朝刊「振りかけるだけでｉＰＳ細胞	 ウイルス使わずリスク低減」
http://www.asahi.com/science/update/0526/OSK201105260103.html?ref=rss	 	 	 

11. 田中真二．毎日新聞	 2011年5月	 27日朝刊「新型ｉＰＳ細胞：開発	 がん化危険性小さく	 阪大チーム」
http://mainichi.jp/select/wadai/news/20110527k0000m040159000c.html?inb=ra	 	 

12. 田中真二．読売新聞	 2011 年 5 月	 27 日朝刊「遺伝物質の断片ふりかけ、安全・簡単に万能細胞」
http://www.yomiuri.co.jp/science/news/20110526-OYT1T01163.htm?from=rss&ref=rssad	 

13. 田中真二．日本経済新聞	 2011年5月	 27日朝刊「ｉＰＳ細胞、がん化しない作製法を阪大チームが開発」
http://www.nikkei.com/news/category/article/g=96958A9C889DE0EBE0EBE6E2EBE2E0E5E2E7E0E2E3E391
80EAE2E2E2;at=ALL	 

14. 田中真二．日刊工業新聞	 2011年5月	 27日朝刊「阪大など、遺伝子使わずｉＰＳ細胞作製」
http://www.nikkan.co.jp/news/nkx1020110527eaac.html	 

15. 田中真二．共同通信 47news2011年5月	 27日朝刊「安全簡便にｉＰＳ細胞作製	 がん化回避に微小ＲＮＡ」
http://www.47news.jp/CN/201105/CN2011052601000939.html	 

16. 田中真二．時事通信	 2011年5月	 27日朝刊「ｉＰＳ作製で新『導入剤』＝がん化抑え臨床応用へ－大阪大」
jijicom	 http://www.jiji.com/jc/c?g=soc_30&k=2011052700111&m=rss	 

	    eonet.jp http://eonet.jp/news/topics/article.html?id=219985 
16. 田中真二．YouTube News  阪大が iPS細胞を作る新たな方法に成功	 
	 	 	 	 	 	 	 	 http://www.youtube.com/watch?v=4KAvKRRUoDo 
17. 千葉滋．血液疾患に関する市民公開セミナー（つくば市）（平成23年11月5日）	 
18. 土屋輝一郎．読売新聞	 2012年3月12日「1 細胞から大腸の傷治す	 東京医科歯科大チーム	 10 万個に増殖」	 
19. 土屋輝一郎．朝日新聞	 2012年3月12日「幹細胞で大腸の潰瘍治療	 医科歯科大などマウスで成功」	 	 
20. 土屋輝一郎．日経新聞	 2012 年 3 月 12 日「幹細胞 1 個で大腸再生	 東京医科歯科大、マウスで成功	 体

外で大量培養の新手法」	 

21. 土屋輝一郎．毎日新聞	 2012年3月12日「幹細胞で大腸修復	 体外で増やし	 東京医歯大	 マウスで成功」	 	 
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22. 中山敬一．中日新聞	 2011 年 9 月 2 日「特定タンパク質が血液づくりに必須	 九大チーム解明	 輸血技術
や白血病治療など応用に期待」	 

23. 中山敬一．西日本新聞	 2011 年 9 月 2 日「血液成分つくる「造血幹細胞」働き維持する物質確認	 九大・
中山教授	 タンパク質「p57」」	 

24. 中山敬一．日経産業新聞	 2011 年 9 月 7 日「九大、体内の鉄量調整たんぱく質を解明」	 
25. 中山敬一．読売新聞	 2011 年 9 月 7 日「鉄分摂取制御	 仕組み解明	 九大チーム	 肝がん予防に道」	 
26. 山田泰宏．第 27 回西宮市ライフサイエンスセミナー（2011年 10月 14日）	 
【平成 24 年度】	 
1. 後藤典子．読売新聞	 2012 年 4 月 3 日「死滅しないがん細胞／特定たんぱく質増殖や転移促す」	 

2. 後藤典子．日本経済新聞	 2012 年 4 月 3 日「乳がん細胞を生む＜幹細胞＞仕組み解明」	 

3. 後藤典子．日経バイオテクジャーナル	 2012 年 4 月 3 日「東大医科研、乳がん幹細胞のスフェア形成に

関わるシグナル伝達の仕組みを明らかに」	 

4. 後藤典子．共同通信	 2012 年 4 月 3 日「がんが生き残る仕組み解明	 再発防止に期待」	 

5. 後藤典子．時事通信	 2012 年 4 月 3 日「がん幹細胞維持の仕組み解明—根治法開発に道」	 

6. 後藤典子．日刊工業新聞 2012年4月3日「東大医科研、がん再発の仕組み解明—幹細胞自ら増殖環境構築」	 

7. 後藤典子．静岡新聞	 2012 年 4 月 3 日	 

8. 後藤典子．茨城新聞	 2012 年 4 月 3 日	 

9. 後藤典子．雑誌ニュートン	 2012 年 8 月号 in	 press「がん細胞からがんの目印発見」（仮題）	 

【その他】	 
1. 岩間厚志．千葉大学附属中学２年生１５名に医学研究を紹介．	 

2. 松村到．BS 朝日	 メディカルプロジェクト「CML(慢性骨髄性白血病)」	 	 

3. 松村到．ABC ラジオ	 健やかライフ「知っておきたい血液の病気・白血病」	 

4. 松村到．特定非営利活動法人	 血液情報広場・つばさ「つばさの会」血液がん	 より良い治療とより良い

治癒「血液がんの治療	 分子標的薬の基本理解」	 

5. 松村到．近畿大学医学部附属病院がんセンター	 第 34 回ともに生きる会「造血器・悪性腫瘍の治療につ

いて」	 

	 

６．研究組織と各研究項目の連携状況	 	 	 	 	 
	 

領域研究の成果を最大限に引き出すには、領域内共同研究の活性化が不可欠であるが、そのベースとし
て領域全体で利用可能な技術基盤およびリソースの開発を進めてきた。連携状況とその成果を以下に示
す。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

システムバイオインフォマティクスによる網羅的遺伝子発現解析とデータベース化	 
（東京大学医科学研究所・後藤）	 
	 
共同研究者	 九州大学・赤司（CML 幹細胞）、筑波大学・千葉（HES1 の下流分子探索）、	 
	 	 	 	 	 	 東京医科歯科大学・田賀（C6 グリオーマ幹細胞）、大阪大学・森（マンモスフェア）、	 
	 	 	 	 	 	 神戸大学・下野（マンモスフェア）、千葉大学・岩間（白血病幹細胞）、	 
	 	 	 	 	 	 熊本大学・秀（膠芽腫細胞）東京医科歯科大学・土屋（大腸発癌と Atoh1）	 
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【慶応義塾大学・須田と九州大学・中山による共同研究】	 
Iriuchishima H, Takubo K*, Matsuoka S, Onoyama I, Nakayama KI, Nojima Y, Suda T*. Ex vivo 
maintenance of hematopoietic stem cells by quiescence induction through Fbxw7α overexpression. Blood 
117: 2373-2377, 2011 
 
Zou P, Yoshihara H, Hosokawa K, Tai I, Shinmyouzu K, Tsukahara F, Maru Y, Nakayama K, Nakayama 
KI, Suda T*. p57Kip2 and p27Kip1 cooperate to maintain hematopoietic stem cell quiescence through 
interaction with Hsc70. Cell Stem Cell 9: 247-261, 2011	 

	 	 
【慶応義塾大学・佐谷と須田による共同研究】	 

Shimizu T, Ishikawa T, Sugihara E, Kuninaka S, Miyamoto T, Mabuchi Y, Matsuzaki Y, Tsunoda T, Miya 
F, Morioka H, Nakayama R, Kobayashi E, Toyama Y, Kawai A, Ichikawa H, Hasegawa T, Okada S, Ito T, 
Ikeda Y, Suda T, and Saya H*. c-MYC overexpression with loss of Ink4a/Arf transforms bone marrow 
stromal cells into osteosarcoma accompanied by loss of adipogenesis. Oncogene 29: 5687-5699, 2010	 

	 	 
【九州大学・赤司と慶応義塾大学・佐谷による共同研究】	 

癌幹細胞マーカーCD44 のスプライシングメカニズムの解析。	 
	 	 

【九州大学・赤司と近畿大学・松村による共同研究】	 
CML モデルマウスとしての major	 BCR-ABL ノックインマウス作製。	 

	 	 
【慶応義塾大学・佐谷と東京医科歯科大学・田中による共同研究】	 

プロテアソーム活性トランスジェニックマウスと胃癌モデルマウスの交配による癌幹細胞の in	 
vivo 可視化。	 

	 
【東京医科歯科大学・田中と田賀による共同研究】	 

可視化癌幹細胞を用いたポリマーアレイニッチ解析	 

	 

７．研究費の使用状況	 	 	 	 	 	 
	 【設備の有効活用】	 	 	 	 	 	 

1.	 アレイスキャン VTI（サーモサイエンティフィック）	 
細胞イメージ解析によって、白血病幹細胞の骨髄内ニッチ局在などを解析している。また、固形癌幹
細胞を含む領域内共同研究プロジェクトへ展開している。（九州大学・赤司）	 
	 

2.	 BioMark リアルタイム PCR システム（フリューダイム社）	 
少数の幹細胞分画から効率よく遺伝子発現情報を得るために必須の装置であり、シングルセルでのア
ッセイが可能である。領域内共同研究プロジェクトに活用している（九州大学・赤司）	 

	 

3.	 In	 Cell	 Analyzer	 2000（GE ヘルスケア社）	 
生細胞イメージ解析によって、プロテアソーム活性による可視化ヒト膵癌幹細胞に対する殺細胞効果
を認める薬剤スクリーニングが可能となり、新規特異的薬剤ケルセチンの同定に成功した。この細胞
イメージ解析法は、領域内共同研究プロジェクトへ展開している。癌幹細胞の特殊環境下培養（低酸

プロテオミクス解析（国立がん研究センター・北林）	 
	 
共同研究者	 東京医科歯科大学・田賀（人工ニッチに結合する因子の質量分析を用いた同定）、	 
	 	 	 	 	 	 千葉大学・岩間（赤血球の形成におけるヒストンアセチル化酵素 Hbo1/Brd1 複合体）、	 
	 	 	 	 	 	 北海道大学・地主（M-CSFR 高発現細胞にアポトーシスを誘導する TG マウスを用いた	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 癌幹細胞の制御における腫瘍関連マクロファージの役割）	 

次世代免疫不全マウス C57BL/6.Rag2nullIl2rgnullSirpaNOD（九州大学・赤司）	 
	 
共同研究者	 千葉大学・岩間（白血病幹細胞の in	 vivo 解析）、	 
	 	 	 	 	 	 近畿大学・松村（CML 幹細胞の in	 vivo 解析）、	 
	 	 	 	 	 	 神戸大学・下野（乳癌幹細胞の転移メカニズムに関する in	 vivo 解析）、	 
	 	 	 	 	 	 広島大学・安永（白血病幹細胞の静止期性維持に関する in	 vivo 解析）	 
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素下など）には、新たに購入した CO2 インキュベーターを用いている。新設のコンピューターにより、
細胞イメージの time	 lapse 映像など膨大なデータ処理を可能にしている。（東京医科歯科大学・田中）	 

	 
4.	 クローンメイト（ベイバイオサイエンス社）	 	 
セルソーターJ-SAN に接続する装置で、シングルセルを分離する。フリューダイム社の BioMark を用い
てシングルセルでの遺伝子発現や変異の解析が可能となる。領域内共同研究プロジェクトへ展開して
いる。（国立がん研究センター・北林）	 

	 
5.	 超微量分光光度計ナノドロップ（サーモ社）	 
貴重な微量 DNA/RNA サンプルの吸光度を測定し定量する。（国立がん研究センター・北林）	 

	 
6.	 オールインワン顕微鏡 HS（キーエンス）	 
領域内連携研究に供する癌幹細胞の性状確認に本装置を利用している。（東京医科歯科大学・田賀）	 

	 

7.	 リアルタイムＰＣＲ装置	 タカラ TP850	 

乳がん幹細胞とニッチとの相互作用に関わる候補遺伝子の発現量を、少量の乳がん幹細胞を用いて詳

細に解析するために使用している。遺伝子発現量の解析のために、1日 1-2 回程度稼働している。	 

（神戸大学・下野）	 

	 
【研究費の効果的使用】	 	 	 	 	 
上記のような領域全体で利用可能な技術基盤およびリソースの開発を通してコアファシリティー化する
ことによって、領域全体として研究費の無駄を排除する取り組みに力を入れている。また、領域内共同研
究の推進によって、技術のみならず人材の適材適所にも取り組んでおり、各研究者が抱える問題を領域全
体でカバーするシステムを構築しつつある。	 

	 

８．今後の研究領域の推進方針	 	 	 	 	 
	 
今回、中間評価に向けた取りまとめにより、当領域研究が順調に進行していることが確認できた。	 
(1) 共通の技術基盤やリソースをシェアする形でのコアファシリティシステムは、共同研究の活性化と人
的・経費的な無駄の排除に大きく貢献していることが確認できた。当該領域研究に関わる解析技術の
進歩は目覚ましく、最先端の研究を維持するためには最新の技術基盤を共有する必要があると考えて
いる。九州大学の赤司は、次世代シークエンサーを用いた全ゲノム解析やＲＮＡｓｅｑの技術提供を
開始する。また、九州大学の中山は、ＭＲＭを用いた次世代プロテオミクス解析を提供すべく準備を
進めている。	 

(2) 情報交換の場としての総括班会議をこれまで以上に開催して、個々のプロジェクトが抱える問題点の
解決に繋げる共同研究の推進に益々力を入れる。	 

(3) 公開シンポジウムの開催や領域ホームページの更なる充実を計ることで、社会への発信と次世代の研
究者育成という使命を常に意識した運営に注力する。平成 24 年 11 月 30 日-12 月 1 日には、世界的幹
細胞学者である Irving	 Weissman 博士と Michael	 Clarke 博士をスタンフォード大学より招聘し、班
会議・公開シンポジウムに参加して頂く予定である。	 
	 

９．総括班評価者による評価の状況	  
	 

	 海外連携研究者（総括班評価者）であるDaniel	 Tenen	 (ハーバード大学・教授)博士とは、平成23年2
月10日-14日にシンガポール幹細胞シンポジウムをジョイント開催し、当領域研究の方向性に高い評価を
頂いている。また、Michael	 Clarke(スタンフォード大学・教授)博士には、平成24年11月30日-12月1日
に開催予定の第５回総括班会議・癌幹細胞シンポジウム（公開）にご参加頂くことが決まっており、その

際に正式な評価を頂く予定としているが、領域代表には日頃からメール等でのご助言をいただいている。 
	 国内連携研究者である森正樹先生（大阪大学医学部・教授）、上田龍三先生（名古屋市立大学医学部・

教授）、野田哲生先生	 (癌研究会癌研究所	 研究所所長)、野村英昭先生（協和発酵キリン株式会社製品戦

略部・部長）、高子徹先生（第一三共株式会社研究開発本部・所長）には本報告書をお送りし、正式にご

評価いただく予定としているが、それぞれ口頭では高評価を頂いている。	 



研究成果の公表の状況（主な論文等一覧、ホームページ、公開発表等） 

平成22年度に発足した新学術領域研究（研究領域提案型）としての研究成果の公表状況は以下のとおりで

あるので、一部修正して再掲する。 

 

（1）領域ホームページ「癌幹細胞を標的とする腫瘍根絶技術の新構築」（平成22年7月28日開設） 
    http://www.cancer-stem-cell.com/ 
    

（2）総括班会議・公開シンポジウム 

 
第１回総括班会議（福岡）（平成22年 9月4日） 

計画研究代表者による初会合であり、領域全体の目指す方向性を確認した。 

シンガポール幹細胞シンポジウム（シンガポール）（平成23年 2月 10日-14日） 

九州大学グローバルCOEプログラム拠点「個体恒常性を担う細胞運命の決定とその破綻」第７回国際シ
ンポジウム・第６回若手研究者フォーラムとのジョイントで、シンガポール幹細胞シンポジウムを開
催した。本領域研究のコアメンバー（赤司、須田、中山、後藤）が一堂に会して、海外研究協力者で
あるDaniel G. Tenen先生を交えた有意義な意見交換が行われた。多数の若手研究者とのディスカッシ
ョンによって、お互いに刺激を受け与えた実り多いシンポジウムであった。 

第２回総括班会議・公開シンポジウム（福岡）（平成23年 3月11日） 
各計画研究の進捗状況について詳細な報告がなされた。各計画研究をより有機的にリンクさせた研究
の方向性が話し合われた。後半は公開シンポジウムとして特別講演を企画し、注目を集めているエピ
ジェネティクス研究分野から九州大学の大川恭行先生、癌幹細胞研究分野から慶応義塾大学の佐谷秀
行先生にご講演を頂いた。約70名のご聴講を頂き、たいへん有意義なディスカッションがなされた。 

第３回総括班会議（福岡）（平成23年 9月10日） 
公募研究メンバーを迎えて、はじめての班会議となった。各研究のリンクと共同研究の推進について
熱心な議論が行われた。 

第４回総括班会議・第１０回幹細胞シンポジウム（淡路島）（平成24年 5月31日-6月2日） 

毎年恒例の幹細胞シンポジウムを慶応義塾大学・須田が主宰したため、ジョイントで班会議を開催し

た。計画・公募すべての研究代表者に英語で発表して頂き、特別招聘した世界的幹細胞学者であるPaul 

Frenette博士と Pier Paolo Pandolfi博士を交えた活発なディスカッションがなされた。 

 

（3）主な論文等一覧 
二重下線は研究代表者、一重下線は研究分担者、*は corresponding authorを示す。 
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7. 岩間厚志．「エピジェネティクスupdate」第 40回日本免疫学会学術集会関連分野セミナー（千葉）（11月） 

8. 岩間厚志．「血液疾患とEpigenetics」第 96回近畿血液学地方会 教育講演（大阪）（11月）  

9. 岩間厚志．「ヒト造血幹細胞の体外増幅の可能性」第 34 回日本造血細胞移植学会総会 ワークショップ（大

阪）（2月） 

10. 岩間厚志．「造血幹細胞からのリンパ球分化のエピジェネティクス」第36回皮膚科免疫セミナー（東京）（3

月） 

11. Kitabayashi I: Critical pathways for maintenance of stem cells in acute myeloid leukemia 第７０回日本癌学会（名古



屋国際会議場）（10月4日） 
12. Kitabayashi I: Critical pathways for maintenance of stem cells in acute myeloid leukemia 第３４回分子生物学会（横

浜）（12月16日） 
13. 後藤典子．「システム生物学的手法を用いた疾患研究—肺癌予後予測シグネチャーと乳癌幹細胞シグナルの

同定」第４回東京アンチエイジングアカデミー（東京）（5月21日） 
14. Gotoh N: ErbB/NFkB signaling controls self-renewal of breast cancer stem cells. 13th Japanese-German Cancer 

Workshop（広島）（9月18日） 
15. 後藤典子．「がん幹細胞の新規分子標的の同定」第 49 回日本癌治療学会“がん幹細胞研究の進展と治療展

開”パネルディスカッション 3（名古屋）（10月27日） 
16. Gotoh N: ErbB/EGF receptor signaling is a key pathway for self-renewing breast cancer stem cell. Cancer and stem cell. 

第 34 回日本分子生物学会年会 シンポジウム オーガナイザー（横浜）（12月16日） 
17. 佐谷秀行．「がん幹細胞の性質を制御する分子機構とその治療戦略」CBI学会第316回研究講演会「がん研究

とがん治療薬の最前線」（東京・総評会館）（4月18日） 

18. 佐谷秀行．「がん幹細胞の性質を維持する分子機構」第52回日本臨床細胞学会総会（春期大会）特別講演（福

岡国際会議場）（5月21日） 

19. 佐谷秀行．「がん幹細胞理論に基づくがん転移の考え方」第 35 回日本リンパ学会総会 基調講演（東京ステ

ーションコンファレンスサピアタワー）（6月4日） 

20. 佐谷秀行．「がん幹細胞に基づく治療抵抗性の分子メカニズム」第9回日本臨床腫瘍学会学術集会 教育講演

（パシフィコ横浜）（7月21日） 

21. 佐谷秀行．「癌幹細胞の性質を決定づける分子機構の解析」第 20 回南九州腫瘍研究会 特別講演（鹿児島大

学）（7月29日） 

22. 佐谷秀行．「癌幹細胞の性質を規定する分子メカニズムと治療戦略」第41回ニューロ・オンコロジィの会 特

別講演（東京女子医科大学）（8月7日） 
23. Saya H: Role of CD44 in cancer stem cells and metastasis. 8th International Symposium on Minmal Residual Cancer, 

Plenary Lecture 5（Osaka International Convention Center）（Sep 23）  
24. Saya H: Regulation and therapeutic targeting of cancer stem cells. 16th JFCR-ISCC, Miraikan (National Museum of 

Emerging Science and Innovation), Special Lecture（Tokyo）（Jan 26） 
25. 佐谷秀行．「乳がん幹細胞とDCIS」第 3回 DCIS研究会 特別講演１（東京女子医科大学）（1月18日） 

26. 下野洋平．「Solid Tumor Stem Cells, MicroRNA Regulation of Human Breast Cancer Stem Cells」 第
26 回名古屋国際癌治療シンポジウム Session 1:（愛知県がんセンター）（2月11日）  

27. 下野洋平．「癌幹細胞理論と肺癌」第 26 回日本肺癌学会ワークショップ（愛知県がんセンター）（7月16日） 
28. Shimono Y: MicroRNA Regulation of Human Breast Cancer Stem Cells and Normal Stem Cells」 第 9

回日本臨床腫瘍学会学術集会（パシフィコ横浜）（7月22日） 
29. 下野洋平．「がん幹細胞理論と肺がん」第 52 回日本肺癌学会総会（大阪国際会議場）（11 月 4 日） 
30.  下野洋平．「遺伝子発現解析からみたヒトがん幹細胞の幹細胞性」平成 23 年度 文科省がん支援活動・厚労

省対がん１０カ年研究合同公開シンポジウ（東京・学術総合センター）（1月30日） 
31. Suda T: Normal haematopoietic stem cells and the stem cell niche. The 11th International Symposium on 

Myelodysplastic Syndromes （Edinburgh, UK）（May 18-21）  
32. Suda T: Glycolytic metabolism of hematopoieic stem cells. The 2nd ElseKroner-Fresenius Symposium on Molecular 

Mechanisms of Adult Srtem Cell Aging（Gunzgurg, Germany）（May 20-22） 
33. Suda T: Hypoxic niche for hematopoietic stem cells and cancer stem cells. The 52nd Spring Meeting of the Korean 

Society of Hematology（Seoul）（May 27-28）  
34. Suda T: Regulation of quiescent hematopoietic stem cells. Heidelberg-Kyoto Joint Symposium “Crossing Boundaries: 

Stem Cells, Materials, and Mesoscopic Sciences”,（Heidelberg, Germany ）（July 21-23） 
35. Suda T: Regulation of quiescent hematopoietic stem cells. ISEH 40th Annual Scientific Meeting（Vancouver, Canada）

（Aug 25-28）  
36. Suda T: Glycolytic metabolism of hematopoietic stem cells. 2011 Cold Spring Harbor Asia Conference: Cellular 

Programs and Reprogramming, Oct 24-28, 2011, Suzhou, China 
37. Suda T: Niche for hematopoietic stem cells in bone marrow. The 2nd Pacific Meeting for Angiogenesis and 

Lymphangiogenesis,（Jeju, Korea）（Oct30-Nov2）  
38. Suda T: Hematopoietic stem cell metabolism. Keystone Symposia on Molecular and Cellular Biology, The life of a 

Stem Cell: From Birth to Death,（Olympic Valley, USA）（Mar 11-16）  
39. Taga T: Cross-talk between growth and differentiation pathways in cell fate determination in the developing brain. The 

16th International Conference of the International Society of Differentiation（Nara）（Nov 15-18）  
40. 田賀哲也．「幹細胞維持機構の考察による癌の生存戦略解明へのアプローチ」第 316 回情報計算化学生物学

会研究講演会「がん研究とがん治療薬の最前線」（東京）（4月18日） 
41. 田賀哲也．「神経幹細胞の分化制御シグナル」第 96 回医工学フォーラム（京都） （7月22日） 



42. 田賀哲也．「癌幹細胞の自己複製戦略」第 56 回日本人類遺伝学会 シンポジウム（千葉）（11月11日） 
43. 森正樹．「なぜ大腸がん検診が必要か」大腸がん検診 150 万人受診記念講演会（熊本）（4月9日） 
44. Mori M：Cancer stem cell in solid cancer . IASGO 2011（Tokyo ）（Nov.9-12）  
45. Mori M: Clinical significance of circulating cancer cells. The 4th Symposium of Korean Colorectal Cancer Study Group

（Seoul）（Dec 9）  
46. 土屋輝一郎．「IBD における消化管上皮の分化制御と免疫応答」第 39 回日本臨床免疫学会総会（東京）（9月

17日） 
47. 中山敬一．「次世代プロテオミクスによるユビキチンシステムの全貌解明」第 28 回日本医学会総（東京）（4

月9日）  
48. Nakayama K: Comprehensive and unbiased identification of substrates for ubiquitin ligases by differential proteomic 

analysis. Cold Spring Harbor Symposium "The Ubiquitin Family"（Cold Spring Harbor, NY）（May 18） 
49. 中山敬一．「次世代プロテオミクスが拓く生命科学研究の新地平：もうウェスタンブロッティングは要らな

い？！」第 11 回日本分子生物学会春季シンポジウム（金沢）（5月26日） 
50. 中山敬一．「癌幹細胞性に必要な G0 期維持機構」第 15 回日本がん分子標的治療学会（東京）（6月24日）  
51. Nakayama K: Cell cycle and cancer stem cells. 第 17 回日本遺伝子治療学会学術集会（福岡）（7月17日）  
52. 中山敬一．「次世代プロテオミクスが拓く生命科学研究の新地平：もうウェスタンブロッティングは要らな

い？！」がん若手研究者ワークショップ（茅野）（9月1日）  
53. 中山敬一．「細胞周期と癌幹細胞」第 70 回日本癌学会学術総会（名古屋）（10月3日）  
54. Nakayama K: Road to absolute quantification of all human proteins by large-scale targeted proteomics. The 5th 

International Workshop on Cell Regulations in Division and Arrest, （Onna, Okinawa, Japan）（Oct 26）  
55. 中山敬一．「がん幹細胞の細胞周期制御機構の解明に基づく治療法の開発」第 49 回日本癌治療学会学術集

会（名古屋）（10月27日）  
56. Nakayama K: Road to Human Proteome Project: Absolute quantification of all human proteins by large-scale targeted 

proteomics. France-Japan Cancer Meeting（Montpellier, France）（Nov 24）  
57. Nakayama K: Road to absolute quantification of all human proteins by large-scale targeted proteomic. 第 34 回日本分

子生物学会年会（横浜）（12月14日）  
58. Nakayama K: Next -generation proteomics and its application to biology and medicine: Say good-bye to western 

blotting. 第 9 回心血管幹細胞研究会（東京）（1月13日）  
59. 中山敬一．「がん幹細胞と細胞周期："G0 期追出し療法"によるがん根治の可能性」第 3 次 対がん 10 か年総

合戦略・文科省がん研究支援活動合同公開シンポジウム（東京）（1月31日）  
60. Nakayama K: Cell cycle, metabolism, and signal transduction in cancer revealed by next-generation proteomics. 2012 

American Association for Cancer Research Annual Meeting（Chicago, USA）（Mar 31）  
61. 秀拓一郎．「膠芽腫幹細胞 ～膠芽腫の治療の現状と研究の展望～」GCOE特別セミナー 医科学教育セミナー

（東京大学医科学研究所／２号館大講義室）（12月20日） 

62. 平尾敦．「PI3K-AKT シグナルによるがん幹細胞制御機構の解明と治療戦略」日本がん分子標的治療学会（ホ

テル日航東京）（6月24日） 
63. 平尾敦．「白血病治療的抵抗性メカニズムと幹細胞」北海道大学遺伝子病制御研究所 共同研究集会（北海道

大学講堂）（9月7日） 
64. Hirao A: Role of PI3K-AKT signals in the maintenance of stem cells in normal hematopoiesis and leukemia．第 84 回

日本生化学会（国立京都国際会館）（9月24日） 
65. Hirao A: Molecular mechanisms regulating maintenance of leukemia stem cells by PI3K-AKT pathway．第 70 回日本

癌学会（名古屋国際会議場）（10月3日） 
66. 平尾敦．「白血病治療抵抗性と幹細胞制御」第 16 回分生研シンポジウム（東京大学弥生講堂）（10月12日） 
67. Hirao A: Roles of PI3K-AKT signaling in the maintenance of stem cell properties in normal hematopoiesis and 

leukemia．G0 symposium（OIST 沖縄）（10月24日） 
68. 松村到．「CML に対する第二世代チロシンキナーゼ阻害薬」第 73回日本血液学会学術集会 教育講演 慢性骨

髄性白血病 （名古屋国際会議場）（10月14-16日）  

69. 松村到．「白血病」第49回日本癌治療学会学術集会 シンポジウム がん薬物療法のバイオマーカー（名古屋

国際会議場）（10月27-29日）  
70. Yamada Y : Role of epigenetic modifications in multistage colon carcinogenesis. 27th Annual Meeting of KSOT/KEMS

（Jeju, Republic of Korea）（Nov）  
【平成24年度】 
1.   後藤典子．「増殖因子受容体シグナルによる癌幹細胞制御の分子機構」第８回文京乳腺研究会 特別講演（東

京）（6月14日） 

2.  後藤典子．「増殖因子による乳がん幹細胞制御の分子機構」第22回日本サイトメトリー学会 シンポジウム

（大阪）（6月30日） 



3.  Saya H: Characterization of brain tumor stem cells using induced cancer stem cell (iCSC) technology. 9th Annual 
Meeting of Asian Society for Neuro-Oncology, Keynote lecuture（Taipei）（Apr 22）  

4.  Saya H: Cancer stem cells: metabolism, metastasis and clinical approach. Cancer & Stem Cell Biology (CSCB) 
Seminar, Duke-NUS（Singapore）（May 8） 

5.  佐谷秀行．「CD44 の癌幹細胞における役割と新たな治療戦略」第 21 回北九州がんセミナー 特別講演１（リ

ーガロイヤルホテル小倉）（5月11日） 
6.  Taga T: Multi-disciplinary approaches towards understanding cancer stem cell (CSC) self-renewal strategies: CSC 

niches as therapeutic targets. 2012 Seoul National University CRI Cancer Symposium: Innovative Approaches 
toExplore Novel Druggable Targets（Seoul）（May 16-18） 

7.  Chiba S: The Role of Transplant Physicians in Nuclear Disasters. 第 38 回ヨーロッパ血液骨髄移植学会（スイス・

ジュネーブ）（Apr 3） 
8.  中山敬一．「ヒトプロテオーム絶対定量プロジェクト：網羅的ターゲットプロテオミクスの開発と応用」基

生研研究会「モデル生物・非モデル生物のプロテオミクスが拓く生物学」（岡崎）（5月14日）  
9.  Nakayama K: Comprehensive profiling of cancer metabolism by the next generation proteomics. 10th Stem Cell 

Research Symposium（Awaji）（May 31） 
10.  中山敬一．「次世代プロテオミクスが拓く医学研究の新地平：もうウェスタンブロッティングは要らな

い？！」第 55 回日本腎臓学会学術総会（横浜）（6月1日）  
11.  中山敬一．「次世代プロテオミクスが拓く生命科学研究の新地平：もうウェスタンブロッティングは要らな

い？！」疾患関連創薬バイオマーカー探索研究（東京）（6月21日） 
12.  原口健．「独自の二次構造を持つ 2’-OME RNA オリゴ新規 microRNA 阻害剤『S-TuD』」第 28 回日本 DDS 学

会学術集会（札幌）（7月5日） 
 
（6）国民との科学・技術対話 

【平成22年度】 
1. 佐谷秀行．日本経済新聞朝刊2010 年 9月 23日「『胃がん幹細胞』増殖の仕組み解明。慶大、治療薬開発に

道」胃癌幹細胞に対する治療法開発について 

2. 佐谷秀行．朝日新聞朝刊 2010 年 12 月 21 日「がん幹細胞 解明進む」誘導型がん幹細胞の有用性について

紹介 

3. 千葉滋．血液疾患に関する市民公開セミナー（つくば市）（2010年 10月 11日） 

4. 中山敬一．読売新聞2010年 12月 2日「中性脂肪合成 酵素で制御 九大グループ解明」 

5. 中山敬一．西日本新聞2010年12月2日「肝臓の中性脂肪制御の酵素特定 九大 メタボ予防 応用期待」 

6. 中山敬一．共同通信2010年12月2日「中性脂肪合成、制御する酵素解明 九大、メタボ治療へ応用期待」 

7. 中山敬一．日本経済新聞2010年 12月 5日「中性脂肪合成 酵素が制御：九州大、マウス実験 メタボ治療

に応用期待」 

8. 中山敬一．科学新聞2010 年 12月 10日「肝臓の脂肪合成抑制 九大が関与酵素特定 メタボ疾患治療 

に期待」 

9. 中山敬一．西日本新聞 2011 年 1月 3日「がんの『種』退治可能に 九大・中山教授の研究班」 

【平成23年度】 
1. 北林一生．朝日新聞 2011年 5月 

2. 北林一生．日経サイエンス 2012年 1月 

3. 黒川峰夫．血液がん「新たな治療と新たな課題」つばさ定例フォーラム 慶應義塾大学医学部ノバルティス

造血器腫瘍治療学講座市民公開講座 （2011年 7月 30日） 

4. 佐谷秀行．「がん幹細胞とは何か？」第18回日本癌学会市民公開講座「がんとの共存から克服へ、そして未

来へ」（名古屋国際会議場）（2011年 10月 2日） 

5. 佐谷秀行．日経産業新聞朝刊2011年 11月 1日「がんに挑む」癌幹細胞に関する研究 

6. 地主将久．毎日新聞、北海道新聞2011年7月12日朝刊 H23/83. (PNAS論文)について紹介 

7. 須田年生．「幹細胞と組織発生」財団法人神奈川科学技術アカデミー 教育講座「基礎から学ぶ分子細胞生物

学コース」（東京大学）（2011年 11月 4日） 

8. 田賀哲也．【高等学校における出張授業・実習】実施場所、対象者、人数：千葉県立千葉高等学校、第 1 学

年、200名 実施日、回数：2011 年 6 月 17 日、5 回実施（5 クラスぶん） 実施内容：高校生向けに小道具

や模式図を用いた平易な表現方法により、幹細胞に関する基礎的な知識と幹細胞研究の応用の可能性につい

て講義を行うと共に、持参した組織標本を顕微鏡で観察する実習を行った。 

9. 田賀哲也．日経産業新聞 2011年11月1日 癌幹細胞ニッチ研究の意義と治療における重要性および、人工ポ

リマーを用いたグリオーマ中の癌幹細胞の分離・維持・増殖に関する具体的研究成果に関して 

10. 田中真二．朝日新聞平成23 年5 月 27 日朝刊「振りかけるだけでｉＰＳ細胞 ウイルス使わずリスク低減」
http://www.asahi.com/science/update/0526/OSK201105260103.html?ref=rss   



11. 田中真二．毎日新聞 2011 年 5 月 27 日朝刊「新型ｉＰＳ細胞：開発 がん化危険性小さく 阪大チーム」
http://mainichi.jp/select/wadai/news/20110527k0000m040159000c.html?inb=ra  

12. 田中真二．読売新聞 2011 年 5 月 27 日朝刊「遺伝物質の断片ふりかけ、安全・簡単に万能細胞」
http://www.yomiuri.co.jp/science/news/20110526-OYT1T01163.htm?from=rss&ref=rssad 

13. 田中真二．日本経済新聞 2011年5月 27日朝刊「ｉＰＳ細胞、がん化しない作製法を阪大チームが開発」
http://www.nikkei.com/news/category/article/g=96958A9C889DE0EBE0EBE6E2EBE2E0E5E2E7E0E2E3E39180EA
E2E2E2;at=ALL 

14. 田中真二．日刊工業新聞 2011年5月 27日朝刊「阪大など、遺伝子使わずｉＰＳ細胞作製」
http://www.nikkan.co.jp/news/nkx1020110527eaac.html 

15. 田中真二．共同通信47news2011年5月 27日朝刊「安全簡便にｉＰＳ細胞作製 がん化回避に微小ＲＮＡ」
http://www.47news.jp/CN/201105/CN2011052601000939.html 

16. 田中真二．時事通信 2011年5月 27日朝刊「ｉＰＳ作製で新『導入剤』＝がん化抑え臨床応用へ－大阪大」jijicom 
http://www.jiji.com/jc/c?g=soc_30&k=2011052700111&m=rss 

    eonet.jp http://eonet.jp/news/topics/article.html?id=219985 
16. 田中真二．YouTube News  阪大が iPS 細胞を作る新たな方法に成功 
        http://www.youtube.com/watch?v=4KAvKRRUoDo 
17. 千葉滋．血液疾患に関する市民公開セミナー（つくば市）（平成23年11月5日） 

18. 土屋輝一郎．読売新聞 2012年3月12日「1細胞から大腸の傷治す 東京医科歯科大チーム 10万個に増殖」 

19. 土屋輝一郎．朝日新聞 2012年3月12日「幹細胞で大腸の潰瘍治療 医科歯科大などマウスで成功」  

20. 土屋輝一郎．日経新聞 2012年 3月 12日「幹細胞1個で大腸再生 東京医科歯科大、マウスで成功 体外で

大量培養の新手法」 

21. 土屋輝一郎．毎日新聞 2012年3月12日「幹細胞で大腸修復 体外で増やし 東京医歯大 マウスで成功」  

22. 中山敬一．中日新聞 2011年 9月 2日「特定タンパク質が血液づくりに必須 九大チーム解明 輸血技術や白

血病治療など応用に期待」 

23. 中山敬一．西日本新聞 2011年 9月 2日「血液成分つくる「造血幹細胞」働き維持する物質確認 九大・中

山教授 タンパク質「p57」」 

24. 中山敬一．日経産業新聞 2011年 9月 7日「九大、体内の鉄量調整たんぱく質を解明」 

25. 中山敬一．読売新聞 2011年 9月 7日「鉄分摂取制御 仕組み解明 九大チーム 肝がん予防に道」 

26. 山田泰宏．第27回西宮市ライフサイエンスセミナー（2011 年 10 月 14 日） 

【平成24年度】 
1. 後藤典子．読売新聞 2012年 4月 3日「死滅しないがん細胞／特定たんぱく質増殖や転移促す」 

2. 後藤典子．日本経済新聞 2012年 4月 3日「乳がん細胞を生む＜幹細胞＞仕組み解明」 

3. 後藤典子．日経バイオテクジャーナル 2012年 4月 3日「東大医科研、乳がん幹細胞のスフェア形成に関わ

るシグナル伝達の仕組みを明らかに」 

4. 後藤典子．共同通信 2012年 4月 3日「がんが生き残る仕組み解明 再発防止に期待」 

5. 後藤典子．時事通信 2012年 4月 3日「がん幹細胞維持の仕組み解明—根治法開発に道」 

6. 後藤典子．日刊工業新聞2012年4月3日「東大医科研、がん再発の仕組み解明—幹細胞自ら増殖環境構築」 

7. 後藤典子．静岡新聞 2012年 4月 3日 

8. 後藤典子．茨城新聞 2012年 4月 3日 

9. 後藤典子．雑誌ニュートン 2012年 8月号 in press「がん細胞からがんの目印発見」（仮題） 

【その他】 
1. 岩間厚志．千葉大学附属中学２年生１５名に医学研究を紹介． 

2. 松村到．BS朝日 メディカルプロジェクト「CML(慢性骨髄性白血病)」  

3. 松村到．ABCラジオ 健やかライフ「知っておきたい血液の病気・白血病」 

4. 松村到．特定非営利活動法人 血液情報広場・つばさ「つばさの会」血液がん より良い治療とより良い治癒

「血液がんの治療 分子標的薬の基本理解」 

5. 松村到．近畿大学医学部附属病院がんセンター 第34回ともに生きる会「造血器・悪性腫瘍の治療について」 

 

 


